
科 目 名 医療的ケアⅡ（シュミレーター演習）【介護福祉コース】 開 講
キャンパス 神 埼

担 当 者 安 德 弥 生

開 講 年 次 3 開講期 前期 単位数 2 必修・選択 必 修（介護）

授業の概要
及びねらい

医療職との連携のもとで、医療的ケアを安全・適切に実施できるよう必要な技術の習得を
目標とする。

授 業 の
到 達 目 標

1）口腔内の喀痰吸引ができる。
2）鼻腔内の喀痰吸引ができる。
3）気管カニューレ内部の喀痰吸引ができる。
4）胃ろうまたは腸ろうによる経管栄養の実施ができる。
5）経鼻経管栄養の実施ができる。
6）救急蘇生法の実施ができる。

学 習 方 法 実技（演習）

テキスト及
び参考書等

テキスト：「介護職員等による喀痰吸引・経管栄養研修テキスト」（社）全国訪問看護事業
協会編集 中央法規

評 価 基 準 ・ 方 法 到 達 目 標
知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 評価割合％

定期試験（技術） ◎ ◎ 100
小テスト等
宿題・授業外レポート
授業態度
受講者の発表
授業への参加度

その他

合 計 100
（表中の記号 ○評価する観点 ◎評価の際に重視する観点）

授業計画（学習内容・キーワードとスケジュール）
第 1 週 「たんの吸引・経管栄養」に関する基礎知識の確認
第 2 週 器具・器材の取り扱い・演習の展開についての説明
第 3 週 口腔内の喀痰吸引
第 4 週 口腔内の喀痰吸引
第 5 週 鼻腔内の喀痰吸引
第 6 週 鼻腔内の喀痰吸引
第 7 週 気管カニューレ内部の喀痰吸引
第 8 週 気管カニューレ内部の喀痰吸引
第 9 週 胃ろうまたは腸ろうによる経管栄養
第10週 胃ろうまたは腸ろうによる経管栄養
第11週 経鼻経管栄養
第12週 経鼻経管栄養
第13週 救急蘇生法
第14週 救急蘇生法
第15週 まとめ

備 考 【授業外学習】事前学習：医療的ケアⅠ・Ⅱの復習を行う。
事後学習：技術・処置の根拠、手順を整理する。
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